
31.比叡山出土の
石室族をめぐって

比叡山延麻王手にある阿弥陀.:il.i、法務総持院の飲封l!

と伝ゑされている場所を造成して建立されたもので、

Z反応の緒掌の中でi主役も前iい位訟を出めている。この

よ也に i云教大mo出家~q.皮1 200年を記念して、"ïlU苔の得砲

が予定されたため、それに先立って昭和53Afi.2月から

3 月にかけて、滋rlV~教育委只会では文化庁の指硲を

うけて、法司主総J存続跡の発ぬ!調子Eを行った。その際に、

阿効険金の南側にある王子民地に設けたトレンチから、

揺1将寺創生I!;以前の思いがけない泣物が出土した。

地表下約1.2mの土中にキラリと光ったその泌物は、

ぷ茶色のチャートを川l工して作った i点の石織と、お

そらく石織などの布絡を!製作する11寺にできたと悠わil

る2点のチャートのイ守成であった。訂餓Ij.凶に示した

ように、細部にわたってていねいな加工が絶され、 V

字形のシャープな形態をしておリ、縄文時代のー一一し

かむ、かなリ平.ぃl時期のむのと々えてぷリはなかろう .

もっとも比叡山での石鎌の出土は、今回が批初ではな

〈、村山修一氏の「比叡山の

歴史J (f比叡山、その自然と

人文』、昭和36卒、京都新聞社)

によれば、石織の時刻jは不明

であるが、大正時代にも山上

から発見されたことがあると

いう.このような、最澄によ

る比叡山開発以前の遺物を、

いったいどのように考-えれば

良いのだろうか.

かつて受山春樹E創立、その

者 r比叡山J(角川f'F脂、昭和

50年)の中で、「最澄以前の比

叡山J の姿を次のように術い

ている.

~ 

喝診

ド昌巳主-畠昌司

法Z審総f寺院跡出土の
右鎌

r……山をとりまくふもとの地域には古くから住民

はいたし、山城1削の山富Eにあたる北白川の台地には、

有名な~t白川の有線時代i盆跡もあり、その住居ー祉から

は、狩孤に用いた:n緩や石総などが出土している。こ

のように山をとりま〈各地域に住んでいた人々は、必

そらく原始的な比叡の林望書にわけ入って、食用の小動

物などをとったり、燃料や用材を採集していたにちが

比叡山遠景(矢印 出土地点)

-1-



いない。

:殿山氏のイメージのi.!l:界が現実となった遺物の出土

地点li、現在の地表面で様iI'1i7l7mo そこから比叡山

の主峰大比叡岳li、もう手がとどきそうな近い隠厳に

見えている。

この石S撲をテー?に、私なりの「縄文のiJ1:界」を描

いてみよう。

2 
遺跡の存在が予測もされないような山の中から、縄

文時代の石絡が発見された例は、何もMユ叙山に限った

よとではない.

有名な例としては、日本アルプスの八がfきの術的一

一編笠山で藤森栄一氏によって採集された l倒の;'Mntt1
石製の石織がある(藤森栄一 rかもしかみち』、学生

社、昭和42年)0 線路は約2，400m。これが出土遺物か

らたどれる縄文人の足どりの、ヨド邦設;窃所の記録であ

ろう.

比叡山の今回の場合とよく似た例は、神戸市にある

標高 458.9mの務氷山(減ヵ越山)の山頂でもあった。

この山は、大楠公一一楠木正成を範る淡川神社の背後

に美しい山容を見せていることから、市民にも親しま

れている。六甲山系の山としてはそうおい山ではない

が、山頂からの眺望はすばらしい。だが、山の正i1iiか

ら山頂への道は、思った以上に険しい山である。とこ

ろが近年、翁氷山の山政に無線中継所が建設さtl.るこ

とになり、それがきっかけで縄文時代のものと推定さ

れる石鍍や石器が何点か採集されている。

こζでい気がついたことは、神戸の市街地から眺める

潟水山も、大路の市街地や対i告から見る大比叡岳も、

共に特徴ある山容を示している点があげられよう。美

しい山の者きが、現代の登山家途の心を誘惑するように

速く縄文時代の人々もまた、lj1に獲物を追い求めて山

中へわけ入ったのではなく、 l時には笑しい山の向きへ

と引きつけられる何かが、心の中に働いていたのでは

なかっただろうか。

途い普の、私途の枝先が抱いた夜に対する恐怖が、

夜に口笛を吹くと蛇が来るとか、新しい下駄をおろし

てはいけないなど、つい近年まで犯逮の身のまわりに

タブーとして残っていたe 問じように、 「そこに山が

あるから登るのだ。」という現代の登山者の熱き瓜iめ

たぎりは、山頂近<Iこ石鍬を磁したはるかな祖先の日

険の火に起因するものかもしれない。こうした恕像の

世界カ怖さ札るなら、平地から凡て特徴める山容の山

々にI:t.、きっと純文l時代の rくらいまあ」途の何らか

の登頂の証拠が見出されるはずである。

話が検道へそれはじめたので、もとへもどそう。
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きて比叡山の場合、縄文時代の文化府は、平安時代

にこの池に法務総持院を建立する際破壊されており、

遺物は二次的な堆械によるものであった.しかし、右

銭と右府がいっしょに発見されたことは、縄文時代の

比叡山の状況を推定するうえで、大きなjl味をもって

いる。それは、石銀だけの単独出土なら、弓から波た

れた矢が偶然その場所で発見されたという可能性が多

分にある。その点、石帰という右帯器製作の過程で生じ

る遺物を伴っているということは、たとえ一時的、短

時間にせよ、その場所がキャンプ地として利用されて

いたことが十分にうかがえる。ただ、出土地点付近は

比較的見l精しが良いとはいっても、比叡UJ特手Tの瓦li

滋皮がi窃〈、冬は持てつくような線さのため、いかに

現代人と生活環境の災なる縄文人とはいっても、定住

するとなれば決して生活に適した場所とはいえないで

あろう.そういった怒粂件の場所へ一一おそらく季節

は考えて登ったものと恩われるが、なぜキャンプの必

聖書があったのだろう。それについての回答は、私述の

別査中の体験が会てを物賂るであろう。

それは 2月の.Jfのl漁り被った朝のことであった。阿

弥陀主主の南の平坦t也に南北にあけたトレンチの南織を

かすめて、イノシシが走り抜けた跡をs{の上に見た。

イノシシは一級ではなく、数頭が君事をなしていたよう

で、ドライブウェイの泊っている谷から山腹のf斗1fii:を

登り、阿弥陀2援の荷捌を通り抜It、納1il.・2主のある山の

中から~Rtの方角にmえていた。雪に残された足あと

は、猪突猿進の言葉どおり、まっすぐに伸びていた。

しかし、そうした光公も数回統〈と、もうあたりまえ

のことになってしまい、 91~の絞芳、もひかなくなうてし

まった.
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そういえば、昭和52年11月に同じ比叡山の命的にあ

る盗品の山中で、中世の基地を発掘していた時に、丘

陵の裾で遺構と誤認してイノシシが泥あびをする時に

織るノタを発掘したことがあった。ノ タと気がついて

から付近をよく注意してみると、隣の小支丘て・もそれ

らしい穫みが見つかった。そして、それらをたがいに

結んで行くと 、現在の林道がつけられる以前に、図的

行者などが通っていた小径の跡とよく令致する部分も

あった。

4 

私はまったくの偶然かもしれないが、現:(:Eのイノシ

シのi誌のそばで石鍬の出土したことに池い!Ji!.q求を感ず

るのである。布史以前の比叡山を考える降、人の立入

りをよ I;Cむかのようなうっそうたる森林を抜けて山へ

入る方法としては、私逮が-:f[の中に見たイノシシの巡

のような、獣の道を見つけてそれをたどって行〈しか

なかったでおろう。それは、シカやイノシシなどの織

物を追うことから学んだ知JBであり、まさに一石ニ1為

といえよう.しかし、こうした追をたどって登った比

叡の山は、!!2ffiな」誌や獣、山の中の泉などの好条件を

備えながらも、長J倒的な人の滞絞を ζ ばんでいる.そ

れは先にも見た、多I昆然t令といった気象条件によるも

のであろう。それゆえに生活の中における比叡山 I:t.、

家筋的に4築物を追って行〈一つの移動路て'しかなかっ

たかもしれない。そして本来の生活必量産は、山車置の丘

陵地借なり、初jにjfrい低地に営まれていたのであるう .

それとは別に、大正時代に頂上から発見された石鍛

と今悶の右鉱をあわせて考える降、先に見た生活のサ

イクルとは別に、山取をきわめようとした縄文時代の

個人の胸の炎を見る思いがするのである.もし今後資

料の地1mがあるとしても、はたしてこの問題に決定的

な終止符がうてるであろうか.

来溶法務総持院跡より出土した 3点の右S族や右j汚か

ら、以上のようにいくつかの被綴がなされるのである。

しかし、この石銭が私に与えたー需の感銘I:t.、神秘的

な威圧感すらある独特の山容をしたあの比叡山の、し

かも必そらく逃とは言いがたい道を通ってUJJ貨を目指

した、縄文時代の「くらいまあ」一一あるいは r~守人

」であったかもしれないーーーの冒険心につきょう。

その芯;r派では、この石鍬ほど、逃い視先の情熱のた

ぎりが、 υし(.)しと現代に伝わってくる造物は他に例

がないでSうろう。 UrtL制泉町)
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32.石山寺蔵重要文化財

銅鐸の出土地について

石山寺所識の1fi~文化財銅鐸が江戸時代の文化 3年

に有UJ寺辺のー老坊より出土したことは、この録を践

した箱の型車裂に噂t賢僧正が明記しておられるところで

ある.この鍔を学界に総介された法林l惨宇s氏がこの給・

3きをあわせ紹介され、傍1i7.*治博士もその著「銅鐸

の研究」に湾総氏の録されたとこうを転服されている.

ただし、この時は、篠原博士は笑際にその箱舎きは見

ておられなかったが、後に情。ti・と問i益でこの箱、I}き

を災見されている。その後、水野正好氏が同寺の関係

者の1協せられた「古銅荷物記J なる文-;!}を発見され、

滋~県文化M・専門委員の中村林一氏がこれを解説され、

この鍔の発凡から石山寺所蔵となるまでの経総が1羽ら

かになった。これによると、ぞれ以前に鍛者が発見者

の子孫に当たる峨チl'消脅氏から開いていた発見の後総

と大間小銭で、この文書が正しく当時の状態を伝えて

いるものと忠われる.しかもこれが先の箱tIJ:きの文前

とも血畠しないものであることから、この錫の出土地

はー老坊に間違いないものと忠われる。ここは石山伽

厳山のF阪の谷で、寺辺から子町の方へ向かう道の西方

の邸である。梶JlIIE三氏カ吋乍製された滋賀県滋賀郡石

J(j村大字寺辺の地図の「巡礼道ヨリE臓醐沼野々宮中

野別所花日]ノ一部」という部分のうち、銅鐸出土に関

xEP 台帳記載位IR
O印正しい位置

係する部分を、かつて2在者・が寺辺の奥村氏より写させ

てもらったが、その図のr257の 1J という聞が銅鐸が

出土した回である。前述の堀弁:m台氏の述ぺられたi立
訟もこのあたりであり、 fH玄関違いないと忠われる.

ところがどのような経紛があったのか不明であるが、
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滋賀県教育委只会発行の滋賀県遺跡目録(昭和40年度)

に、一司~~方遺跡の i立泣が地図上には全然逃った所に印

されているのである.i営者がこのζ とを知ったのは殺

iIi:の ζ とで、大i宮市教育委只会の商JlI技師からその正

機な位訟を間われてはじめてその採りを知ったような

次第である。筆者にとってはこの位訟はあまりにも自

明のよとであったので、地図によってその位置をたし

かめたことが一度もなかったのである凶地図に印され

た位訟は瀬悶川に蘭した伽盛山の策紋になっている。

従って銅鐸の出土地を考える時、実際の出土地とは大

分災.なった印象をうけることとなる。この地図の位Kt

だと、新山寺紋起にある銅鐸出土の{云ゑに非常に近づ

くのである。災際はこのf云泳と 1;1関係なく、谷奥に近

い渓流のほとりの斜面て¥1綿盤によワ偶然発見された

f抑?としていかにも総しい位裁であり、銅鐸出土の

あり方を示すーっの様式的な場所と言えるo f!iiかな位

訟の相i.!Aのようであるが、銅銀出土の位置を考えるう

えではこの両者は非常に異なった位訟を示していると

言わねばならない.従って今後の立論に怒りなきをjl1l

するためここに一言する次第である。(j!gm 弘)
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33.小型円板の新資料

一 大津市南滋賀廃寺、高島郡
高島町中ノ坊遺跡、同町構口追跡一

挙運害鋭、築銭と考えられる歴史|時代の小型肉板が、

riiitl文化財だよリ J No.l以降新たに 3例が知られた

のでJ~.tJll rt科として紹介しておきたい。

1.南滋賀廃寺

昭和47年秋に発抑制J :伝を築地した、大~I!市南滋t:ll町

の南滋賀燦若手北京陥から、瓦片"を加工した小型円板が

l点:出土している.

j立物1;1、平1むの破片を加工して問形に鍛えたらので、

it(後3.6cm、l享さl.6cmである。色翻i孟、必 ・1誕I師が淡

黒色、官11)而 (][.のItJrTfii)は背灰色をしている.鐙I形1;1、

平l'i:のー百五を打~I~J っ た後、側簡を織いて丸〈仕上げて

いる.

本(91]は、大きさは多少~なるが、 tj;滋~文化財だよ

りJ No.lで資料紹介を行った守山市服部遺跡例と、浮

きや色調、悠j惨などが類似する。おそらく服部ill跡例

と問機、近世の泣物であろうか。また、断定li凶織で

あるが、これ以外にむ形状から見て小慰問緩ではない

かと巧-えられる4JiLのI波g・が2点出土している.

なおこの湖貨については、 r昭和51年度滋賀県文化

財調光年報』に収録されているので参)[1日されたい。

O-{J 
otlTI'/2J 

。
小型円板実測図 ，. 硲滋賀廃寺(大津市)

2. 中ノ幼遺跡(高島町)
3. 橋口遺跡(高島町}
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2.中の坊遺跡

昭和52年秋に発撚調査を災buiしたZ諸島都高jみIIffのrt

ノ坊遺跡第98トレンチより、陶器Jヤを再加工した小型

円板が1例出土している。

遺物は、信機燥の訟訴のロt綾部に近、、部分の1破片を

円形に厳形したもので、直後2.7cm、厚さO.55cmである.

色測は、 I炎赤縞色で、胎土には少f誌ながら微砂がi昆っ
ている . 焼成{ま硬。 鱗形 I立、陶探片・を打;I~J っ た後、 flllJ

簡を騰いて丸〈仕上げている。陶然のl感謝lと、 f也の包

含府出土遺物から凡て、護l町時代以降の遺物ではない

かと推定される。

3. <<ロ遺跡

l昭和53年 5月-6月にかけて、向島君11高ぬlf1Tでほ場

繁備に伴い発側副主主を災施した結来、中ノ幼滋跡の*

約 4∞mで新たに発見された中世の遺跡である. ζの

遺跡よリ出土した小製円板は i点ではあるが、石製で

ある点が枝問される。ただし本filJb、これまでの県内

での出上例問機、その用途を推測させるような出土状

況ではなかった。しかし包含胞の土佐積状況から見て、

遺物の務理が進めば、小型円板のi時期決定むかなり期

待できょう .

地物t主、繭平な石の溺鴎を干T;lllJって円形に箆]修した

もので、直径5.0cm、1!'Jさ1.2cmである.色調は、灰色

をした硬質の析である。

この.fillの小型円板の中で布製のものは珍しく、特に

肉然石を加工した例l主、これまで衆良市元興寺極楽扮

包d抵抗出土資料中に l点剣1るのみであった。また本例

とはやや様相が災なるが、衡問県筑紫前i太宰Hl守町御笠

川I特粂与Ijj:蛍跡出土資料中に、 t骨石のものが丸られるが、

その中には石鍋の被片をftj.加工したものも含まれてい

る。

以上 3 例の追加によ っ て、軍医務銭、~銭と与えられ

る小型円板が、県下にもかなり広〈分布するのではな

いかという見と必しを得た。また、~外では一般的な

よ問i総Jtを再)J11工したものについても、 iIi:い将来、新

たに出土するか再発見される可能性が多分にあること

を指摘しておこう 。 U~I>制呆明 ・ 篠原友子)


